
- 15 - 
 

特別の教科「道徳」 

全面実施に向けて 

文部科学省 

 

 

Ａ： 「別葉」とは、各教科等と道徳教育の内容や指導時期等の関連を一覧表にして示したものである。道

徳教育と各教科等の特質等に応じて行われる道徳性を養う指導をつなぐ役割がある。つまり、「別葉」

の作成は、「道徳性を養う」という視点において、各教育活動に関連性があることを視覚的に捉えると

いう意義がある。学校全体で組織的に取り組む道徳教育の推進、充実に当たっては、この「別葉」の実

用化を図る必要がある。学校の道徳教育の重点目標から道徳科の内容を確認し、各教科等における指導

の機会を明確にすることが大切である。 

     以下に、「別葉」作成のポイントとして、作成の手順や主な「別葉」の例を示す。 

 

１ 「別葉」作成の手順 

① 各学校の道徳教育の重点目標を確認する。 

 

② 道徳教育の重点目標のポイントを明確にする。   

 

③ 道徳教育の重点目標のポイントに関わって、 

重点内容項目を明確にする。 

 

④ 重点内容項目に関わって、道徳の授業以外の 

指導の内容及び時期を明確にする。 

 

２ 「別葉」の具体例（小学１年生を例に示す。） 

【例１：時系列で示した別葉】 

 

 
① 重点内容項目の指導時数を増やす。  ② 重点内容項目に網掛けをする等、強調する。 
③ 備考欄を活用する。         ④ 変更点、修正点があった場合は朱書きで加筆する。 

 

Ｑ１： 道徳教育における「別葉」を作成する意義は何か。また、具体的な作成のポイントを教えてほしい。 

 

例 『友達を大切にし、粘り強くがんばる子ども』の育成 

例 道徳科の内容項目で言えば、この２つだ。 
       

「別葉」に示す 

B「友情、信頼」 A「希望と勇気、努力と強い意志」 

 

③ 備考欄を活用する 
 

指導上の工夫等、記録しておく

ことによって、次年度に引き継

ぐことを記入しておくとよい。 

 

・実施上の課題  

・効果的であった資料 

・校長や教頭の参画  

・地域人材の活用  等 

 

① 重点内容項目の時数を 

増やす 

② 重点内容項目を強調する 
 
 
 
 
 

他教科との関連を意識し、指導する

時期を変更することも考えられる。 

B「友情、信頼」 

A「希望と勇気、努力と強い意志」 

備考 
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【例２：内容項目をもとにして作成した別葉】 

 
【例３：学校行事を中心に、自校の重点的に指導する内容項目を焦点化した別葉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「別葉」に決まった形式はなく、各校の創意工夫が求められている。重要なことは、自校の特色や重点を、教

育活動全体でどのように実践していくかが分かることであり、必ずしも全ての枠を埋める必要はない。授業を実

践する中で、より効果的であることを朱で書き込んだり、付箋紙等に書き留め、年度末に一覧表に位置付ける等、

日々加筆、修正することで、道徳科と教育活動全体を積極的に結び付けることになる。 

 道徳教育推進教師を中心に、全教師が協力して道徳教育を展開するために、「別葉」の重要度は、より一層高ま 

ってきている。 

 

 

 

【参考資料】    

・初等教育資料10月号                     R03.10  文科省 

・中等教育資料 3月号                     R03.3   文科省 

・特別の教科「道徳」全面実施に向けて                    文科省 

 

９月の「運動会」に合わせ、重点的に指導する例 

道徳科、学活等においても、A(5)「希望と勇気、努

力と強い意志」の内容項目を意識して指導する。 

９月 

運動会 

９月 
２学期にがん

ばりたいこと 

11月→９月 
22 

おふろばそうじ 

10月 

遠足 

10月 
ボール遊び・ボー
ル投げゲーム 

10月 
楽しい遠足にしよう 

１０月の「遠足」に合わせ、重点的に指導する例 

国語、体育等においても、B(9)「友情、信頼」の

内容項目を意識して指導する。 

10月 
思い出して

書こう 

7月→１０月 
10 

ぞうさんとおともだち 

10月 
23 二わのことり 


